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技術の棚卸できていますか？～一生食べていける技術者とは～ 
 

 
KUSUMOTO Tomoichirou : What’s the needed techniques around all my career? 

 
 

1. はじめに 
 学部 4 年生から数えて私が技術職というものに触れ

て 28 年が経過した。当初より一生食べて行ける技術を

持った技術者とはどのようなものだろうと漠然と考え

ていた。本格的なキャリアのスタートであった企業の

研究職は 35 歳を超えると課長や所長になる人間以外

は他のキャリアに配置換えになるし、転職で大学に戻

ると、技術職員は情報系以外技術者として扱われてい

なかった。日本のキャリアの第一人者である神戸大学

の金井教授は、人生の「節目」毎に自分のキャリアに

ついてじっくり考えてみることが重要であると述べて

いる。また、心理学の大家ユングも人生は 4 つの季節

からなり 40 代は人生の正午であると言っている。近

年、技術の新陳代謝も著しくその度に一から身に着け

る必要にも遭遇する。自分自身の「節目」に私がこれ

まで歩んできた技術職という道を振り返ってみたい。 
 
2. 4 つのキャリア期間 
  私のキャリアは大きく分けて 4 つに分けられる。（1）
学部 4 年～修士（2）化学系企業時代（3）九工大技術

職員前半：RI 施設主任者、安全管理者、副技術長（4）
九工大後半：専門職特化である。 
 
3. 各ステージでの取り組みと得られた技術・知識 
(1) 学部 4 年生から修士 
  学部 4 年生の時に最初に所属したのは、チューブリ

ンを中心とした細胞骨格の研究室。学部 3 年生の夏休

みから実験をさせてもらいタンパク質の精製技術を身

に着けた。ただし、実際に 4 年で配属されると指導方

法に合わずに研究室を異動。今につながる坂本順司先

生の研究室でキャリアがスタートした。割り当てられ

た の は 、 ア ミ ノ 酸 生 産 菌 Brevibacterium 
（Corynebacterium）glutamicum flavum の細胞膜に存在

する ATP の大量生産の要、呼吸差酵素複合体のうち、

哺乳類では複合体 III からシトクロム c に渡る電子伝

達の観察であった。本菌のシトクロム c は bc 複合体と

遺伝的に融合しており外部から加えたシトクロム c か

らは電子は伝わらないのであった。8 月に研究室を異

動して 2 か月取り組んだが一向にうまくいかないので、

ひとまず菌の培養からやってみようということになっ

た。本菌を私が培養して細胞膜標品を調製し、呼吸鎖

に含まれるシトクルム含有タンパク質を分析するとシ

トクロム a, b, c が観察されると想定されたそこにはそ

れらに加えて“シトクロム d”がいた。当時、このシト

クロム d は、グラム陰性菌の大腸菌や本菌が属するグ

ラム陽性菌の中でも好熱菌などのごく一部でしか報告

されていなかった。このため、コンタミ扱いを受けて

いたが 1 か月泊まり込んで培養しこの現象が繰り返す

こと、修士 1 年の夏にシトクロム bd 酸化酵素の純粋精

製に成功し、他の菌の bd 酸化酵素でなく新たな酵素で

あることを証明した。各種酵素学的特徴付けを行い、

エドマン法で N 末端側のアミノ酸配列を読んで PCR
用のプライマーの設計を行った。在学中に 2 度の学会

発表を行い、卒業から 1 年後に後輩が解読した遺伝子

情報を合わせて英語論文 1)となった。 

 
 
(2) 化学系企業研究員 
  魚油の中に含まれる DHA や EPA といった高度不飽

和脂肪酸向けの新規充填剤の開発を研究テーマとして

与えられた。1 から進めて開発し、自分一人で HPLC 用

の充填剤としての製品に見合うデータを揃えた 2）。こ

の期間で実に多くの技術・知識・社会人基礎力を獲得

することができた。特に、書類の書き方、研究室では

週報、月報（毎月ミニ卒論 30-50ｐ）と役員が見るＡ４

の 1 ページに込める研究概要書、年間報告書は 200ｐ

図 1.  B4-M2 で獲得した能力・知識 
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以上。それぞれに計画書に対しての到達点を求められ

た。役員向けの研究概要書は半年毎に研究テーマの継

続の可否を見極められ最重要であった。 
更に、色んな人の話を聞くことで人生の金言を得た。

「本は買うものだよ」「従業員が社長の視点を持ってい

る企業は強い」「君たちが変だから社員として採用した」

など後の大学に戻ってからの原動力となった。研究所

で始まった QC サークルも後々に役に立つ実りの多き

情報であった。化学系の研究所と工場が併設していた

立地だったので、主任の先輩や新人教育の時に回った

工場の各部署から安全管理の実際を多く見聞きしたこ

とが後の安全管理者の業務に繋がった（図 2）。 

 

 

 

 

 
 

(3) 九工大技術職員前半：RI 施設主任者、安全管理者、

副技術長 
  九工大へは RI 施設の専任の管理者として採用され

た。ただ、この施設の稼働率が非常に低く時間の余裕

があり過ぎたので、学生実習にも参加させてもらうよ

うにした。RI 施設管理で第 1 種放射線取扱主任者とい

う難易度の高い資格を 1 度で取得したことで、後の安

全衛生系の各種資格（第 1 種作業環境測定士（全種）、

衛生工学衛生管理者、甲種危険物）を難なく合格する

ことができた。RI 施設の予算・決算、教育訓練（特に

最後の 1 時間の時事ネタを入れながらの再教育訓練講

義）、法令改正と対応、学内規則変更 3)はこの後の業務

に強力に繋がっていった（図 3）。 
 

• 委員会運営（学部内政治）の理解、予算申請方法 

• 難関の資格試験に合格→他の安全衛生資格全勝 

• 作業環境測定士（放射線）、衛生工学衛生管理者の

資格 

• 度重なる法改正→法令対応の一通りと大学規則へ

の落とし込み 

• 教育訓練（再教育 1ｈ）での講義スキル→安全衛生

講習、他学生実験や講義 

• 放射線規制室の立ち入り検査対応→労基署立ち入

り検査対応 

 
 大学に戻ってきて 2 年で大学は法人化を迎えた。法

人格になるにあたり、安全衛生対策が大学は脆弱であ

った。学科の中で技術職員主導で法令の勉強会を行い

対策案の文書を作成し、学部長はそれを受けて飯塚キ

ャンパス全体に広げて行った。その成果で、飯塚キャ

ンパスは法人化に伴い必要な変更書類を労基署に遅滞

なく提出して監督官の信頼関係も築くことができた 4)。 
 九工大では安全管理者を任命することになり、学部

長が当時の施設管理委員会の長の教授に声をかけたが

断られたので、私に話が回ってきた。私は企業時代の

在り様を目指すゴールとして、大学に不足していた要

素を分析して対策を立てて行った。この時期に安全衛

生関係の本を多く購入して活動に役立てて行った。安

全衛生委員会の運営方法を学部長から教わり、大学の

政治というものを理解した。安全衛生チェック体制を

設立し、安全衛生の実働部隊であるゼロ災委員会の設

立・運営、各研究室に直接情報を伝え教育するための

学生安全衛生連絡員制度を次々に提言し、実現してい

った。提言書を適切に作成して学部長・事務長といっ図 2.  研究員時代に獲得した能力・知識 

図 3.  RI 施設時代に獲得した能力・知識 
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た企画を実現可能な相談先に持ち込むというのが重要

であった。大学本部の人事課課長や係長ともパイプを

太くしておいて、計 6 回にわたる労基署の立ち入り検

査を協力して乗り切った。法人化して 2 年で福岡県労

働基準局長表彰を受賞、歴代学部長の安全衛生法面の

代理者として支えることで、歴代学部長、事務長、関

係事務担当と強固な信頼関係を築くことができた 5,6)。 
 また、産業医大で開催された安全衛生マネジメント

システムの勉強会シリーズを受講して、企業体の社是、

基本方針、要求項目といった計画の立てを理解した。 

 

 
 
飯塚キャンパスの技術職員の組織化で新たな運営体

制になったが、技術長とその他の委員が徹底的に反目

して機能不全に陥った。このため、学部長が介入して

構成員の見直しが行われた。この時に、副技術長とし

て就任して部の運営の安定化に勤めた。安全管理者と

して培った能力と学部長・事務部との関係性を活用し

7 年間運営を支えた。また、各キャンパス毎の組織化

技術部を全学組織にするための、組織化検討委員会メ

ンバーとして提言や各大学の調査に携わった。この際

に、技術職員独自の評価方法を広島大学技術部より導

入・構築した。その際にも多くの本より知見を得た。 
 
(4) 九工大後半：専門職特化 
  出身研究室に出入りするようになり、恩師の坂本先

生が学位を取るよう勧めて頂いて、学科内にも了承を

取って研究活動を再開させた。 
• Pseudomonus putida の細胞膜間腔タンパク質群のプ

ロテオーム解析 

• C. glutamicum の呼吸鎖のスイッチングをプロモータ

ー活性でモニタリング 

• G. thermodenitrificans の Cyt. bd オキシダーゼ 

• C. glutamicum の呼吸鎖拡張型超複合体 

• C. glutamicum の Cyt. bd オキシダーゼ 

 主に上記研究テーマについて学生を指揮しつつ研究

を進めていった。最初のプロテオーム解析のテーマは

投稿論文にできなかったが、TOF-MS 装置を用いたペ

プチドマスフィンガープリンティング法は私の重要な

中核技術になった。残りのテーマは投稿論文として世

に出すことが出来、そのうち3報でCorresponding author
を経験して論文執筆能力を確立させた 3-5）他、5 報の論

文に共著者で関わった 10-14）。専門技術の積み増しは、

CN-PAGE、活性染色、プラスミドや過剰発現などでさ

ほど多くはなく、既存の保有技術で対応した。 
 
(5) オリジナルな活動 
  「他人と違うこと」をすることは強みになり、まわ

りの大学を見習わない安全管理者の活動が最たるもの

であった。学科の就職活動を支援するために就職補佐

を自作し後輩達を支援した 15)。コロナ禍で学生実験を

実施するための独自基準を作り、オンライン教材を大

量作成した 16,17)。副技術長時代には技術職員の技術内

容が俯瞰できるよう技術マップを作製した。RI施設の

管理者で雇われたものの遊休施設であると判断して廃

止 3)。ここ 2 年は退職教員の実験器具を確保し「生物

化学版モノづくり工房」の実現に向け活動している 18)。 
 
4. まとめ 
  これまでの技術者としての経験をまとめる。私は、

キャリア初期の時期に受けた社会人基礎力を固めた経

験が社会人としてのベースになっていて、「末端の人間

が社長の視点を持つ」「人と違うことをやる」という軸

を基に活動してきた。大学に戻ってからは、前半部分

は大学の管理運営に関わり、一般社会を見てきたとい

う経験に基づいて安全衛生管理体制を学部長と共に築

き、技術部の運営に副技術長として携わった。これら

の活動を実施する中で上記の 2 つの軸は極めて重要で

あった。その後研究活動に取り組み、これまでに 9 報

の英語論文を世に出すことが出来た。所属していた研

究室の教員が退職後もさらに複数の研究室の面倒をみ

ている。また、タンパク質精製、遺伝子工学、放射線

管理技術、分析技術を活かして学生実験を担当してき

た。ただし、学生実験で教員のサポートについている

だけというスタンスでは、ほぼ技術は身に付かない。

図 4. 安全管理者時代に獲得した能力・知識 
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学生に教えられるように勉強し直しても、実践の研究

活動ではトラブルが発生すると中々課題を乗り越える

ことは出来ない。本当の意味で活きた技術力と知識は、

研究活動などの仕事を経ないと身に付かないというこ

とを痛感している。 
 私にとって「一生食べていける技術」とは、単なる

一分野の技術・知識ではなく、社会人としての総合力

を有していることが重要である。その上でコミュニケ

ーション能力を用いて仕事を継続して獲得、成果を出

すと良い循環が生まれる。振り返ると、１つ１つの仕

事に対してしっかり懸命に取り組むと、そこで得られ

た知識や能力は必ず後に関わる業務に活きた。 
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